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1 はじめに 
地域を理解するためには、そこに暮らす人々の
生活や文化などの社会環境、産業などの経済環
境、地域の場としての自然環境など様 な々視点が
不可欠である。このうち自然環境をよりよく知る上
では、地形、土壌、気候などの無機的要素とともに、
植物や動物といった有機的（生物的）要素も欠く
ことのできない重要な要素であると考える。
中国地方の日本海側に位置する島根県は、面
積6,710km2を有し、東西に概ね200kmの細長
い形をしている（島根県政策企画局統計調査課 
2013）。島根県の北側は日本海に面し、中国地
方を貫く中国山地を南側に抱え、その山域が日本
海の海岸線まで広がり、東部の斐川平野を除い
て、平野部は比較的少ない。島根県の森林面積
は、県の面積の78％（5,250km2）を占め、森林の
割合を示す森林率は全国第3位である( 島根県
農林水産部森林整備課 2013)。この森林のうち、
杉などの植林による人口林は39％であり、57％は
広葉樹などの天然林、残りの4％はその他竹林・
伐採地などである（島根県農林水産部森林整備
課 2013）。また、島根県は、島根半島の北方約
40〜80kmの日本海に浮かぶ離島として、島後の
隠岐の島、島前の西ノ島、中ノ島および知夫里
島の主要4島からなる隠岐諸島を有することも特
徴である。
ブナの自然林などが豊かな中国山地の森林地
帯の広がり、即ち県内の広い森林面積を反映して、
島根県ではツキノワグマ（食肉類）や、イノシシ（偶
蹄類）、ニホンジカ（偶蹄類）などの大型の哺乳類
から、ニホンジネズミ（食虫類）やヒメネズミ（齧歯類）
などの小型の哺乳類まで多様な哺乳類38種（海
生哺乳類を含む）が生息するとされている（島根
県環境生活部自然環境課 2014）。一方で、哺乳
類の行動は基本的には夜行性のため、あるいは
生息域が人里から離れていることも多いため、哺
乳動物が人の目に触れることは比較的少ない。こ
のような哺乳類の中で、農業や林業などに被害を
もたらすイノシシやニホンジカなど大型のものにつ
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いては、新聞などの報道にしばしば登場すること
から、一般の方にもこれらの動物の名前を聞く機
会が多いと考えられるが、森林棲の小型・中型の
哺乳類については馴染みが薄いと思われる。
本稿の目的は、島根県の自然環境を知る機会
の一助として、天狗山（松江市）で不定期に行っ
た小型哺乳類の採集結果を報告するとともに、県
東部に生息する哺乳類のうち、幾つかの小型・中
型哺乳類について概説することにある。なお、本
稿で取り上げた哺乳類の和名および学名は、「日
本の哺乳類　改訂2版（阿部ら 2008）」に従った。
2 天狗山における小型哺乳類 採集記録 
松江市八雲町と安来市広瀬町の境界に位置
する天狗山（標高610ｍ）は中国山地の北側を
走る山系に属している。その中腹の八雲町若松
谷にある天狗山登山口付近（標高約300ｍ）で、
1999年から2013年の間に不定期に計26回の採
集を行った。採集には小型の罠（シャー マントラッ
プ）を使用し、1晩または2晩の採集を行った。餌
にはサツマイモを用いた。採集地付近では、登山
道が、麓から上る林道から分岐する形で小さな沢
に副って始まり、登山道周辺は自然林と杉林がま
表1　天狗山（松江市）における小型哺乳類の採集数
採集年月 アカネズミ ヒメネズミ スミスネズミ ヒミズ ニホンジネズミ 計
1999年 6月 1 1 2
8月 0
10月 2 2
11月 1 2 1 4
11月 2 4 6
12月 1 2 4 7
2000年 8月 1 1 2
10月 1 1 2
2001年 6月 2 2 4
2002年 6月 6 7 1 1 15
9月 1 2 1 4
2003年 5月 1 2 3
10月 4 5 9
12月 2 1 6 9
2005年 1月 1 4 5
2008年 11月 1 1 2
12月 4 1 5
12月 1 3 4 2 10
2009年 5月 2 1 3
6月 2 1 3
8月 1 1 2
9月 1 1
11月 3 3
2010年 11月 2 1 3
2012年 3月 1 3 1 1 6
2013年 3月 2 1 3
計 31 23 48 6 7 115
％ 27.0% 20.0% 41.7% 5.2% 6.1% 100%
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だらに混在する林地である。
計26回の採集において、齧歯類3種および食
虫類2種の計5種が総計115頭捕獲された（表1）。
捕獲数の多い順に、ネズミの仲間である齧歯目の
スミスネズミEothenomys smithiiが計48頭、次いで
アカネズミApodemus speciosusが計31頭、ヒメネズミ
Apodemus argenteusが計23頭、およびモグラの仲
間である食虫目に属すニホンジネズミCrocidura 
dsinezumiが計7頭、ヒミズ Urotrichus talpoidesが
計6頭捕獲された。採集1回当りの採集数は平均
で4.4頭であった。総採集数（115頭）に対する種
類構成の割合（%）は、スミスネズミで41.7％、アカ
ネズミで27.0％、ヒメネズミで20.0％、ニホンジネ
ズミで6.1％、およびヒミズで5.2％であり、スミスネ
ズミの割合が最も高かった。
上記採集結果によって示される天狗山の小型
哺乳類相は、中国地方や九州地方の西日本の
森林でみられる小型哺乳類相と基本的には同じ
である（湯川 1966 ; 吉田 1976 ; 中本ら 2013）。
一般に、西日本の比較的標高の低い森林では、
アカネズミまたはヒメネズミが優勢で、スミスネズ
ミの捕獲割合は低いとされる（湯川 1966 ; 吉田 
1976 ; 中本ら 2013）。この点に関しては、天狗山
登山口では標高が比較的低いにも係らずスミスネ
ズミの割合が約40％に昇り、最も優勢な種である
点は特徴的である。食虫類であるニホンジネズミ
およびヒミズの捕獲数が少ない点は、上記の他の
報告と同様である。これらの小型哺乳類の他に、
ニホンノウサギ（1999年）およびキツネ（2010年）
を調査の際に目撃した。
3 島根県東部の森林棲小型・ 中型哺乳類7種および
 外来種2種について 
島根県全域における哺乳類の生息調査報告と
しては、大型・中型哺乳類8種を対象とした「動
物分布調査報告書（哺乳類）（島根県 1978）」が
あり、また県内に生息する48種（亜種を含む）の
哺乳類全般について纏めた「島根県に分布する
獣類（島根県農林水産部林政課 1980）」がある。
最近のものとしては、「平成25年島根県の森林・
林業・木材産業（島根県農林水産部 2013）」の
中で、有害鳥獣駆除および狩猟の対象となった
大型・中型哺乳類9種の捕獲状況が報告されて
いる。また、「改訂しまねレッドデータブック2014動
物編（島根県環境生活部 2014）」では、希少種
の哺乳類19種（絶滅種4種を含む）の現状が掲
載されている。
ここでは、島根県東部の森林において普通に
生息すると考えられる小型哺乳類5種と中型哺乳
類2種について概説する。また、近年島根県東部
に分布を拡大している外来種のヌー トリアとアライ
グマについても触れる。種の概要については、「日
本の哺乳類（阿部ら 2008）」、「日本動物大百
科第1巻　哺乳類Ⅰ（川道 1996）」および「The 
Wild Mammals of Japan（Ohdachi et al. 2009）」
を参考にし、関連のある知見を加えて解説した。 
1）ニホンジネズミ Crocidura dsinezumi
「ネズミ」の語を含む名が付けられているが、ニ
ホンジネズミ（図1）はいわゆるモグラの仲間であ
る食虫目に属し、トガリネズミ科に分類される。日
本にのみ産する固有種である。北海道を除く、本
州、四国、九州および周辺の島に分布する。島
根県では、県西部の浜田市（大畑 1986）、西部
の中国山地から東部の仁多、吉田、斐川（島根
県農林水産部林政課 1980）、天狗山（本研究）
まで広くみられる。隠岐諸島島前の西ノ島、知夫
図1　ニホンジネズミ（剥製標本）
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里島（高田ら 2013）、島後（植松ら 1986 ; 高田ら 
2013）で捕獲されている。低地から低山帯の水辺、
農耕地、低木林などに生息する。背面は暗赤褐
色、腹面は淡色または淡灰褐色、体重5〜12.5g、
頭胴長は61〜84mm、尾長は39〜60mmで、尾
率は70％以下である。小型昆虫類やクモ類、ム
カデなどを食べる。
隠岐諸島（島後、西ノ島、知夫里島）の個体
が、島におけるニホンジネズミの下顎骨の形態学
的研究の研究材料として用いられている（高田ら 
2004、2013）。
2）ヒミズ Urotrichus talpoides
ヒミズ（図2）は食虫目モグラ科に属す小型のモ
グラで、日本の固有種である。北海道を除く、本
州、四国、九州および周辺の島に分布する。島
根県での記録としては、県西部の江津市、金城、
大田市三瓶山（大畑 1986）、三隅、日原、柿木
（島根県農林水産部林政課 1980）、松江市天
狗山（本研究）、島根半島の松江市枕木山や嵩
山（植松ら 1986）、がある。隠岐諸島島前の西
ノ島、中ノ島、島後（植松ら 1986）で捕獲されて
いる。ふつう低山帯の草原や低木林に多く、半
地下性の生活をする。昆虫類、ミミズ類、ムカデ
類、クモ類、植物種子を餌としている。耳介を欠
き、目は皮膚に被われ痕跡程度に認められる。背
面は黒色か黒褐色、腹面はやや淡色、体重14.5
〜25.5g、頭胴長は89〜104mm、尾長は27〜
38mmで、尾率は32〜34％である。いわゆるモグ
ラよりも尾が太く長い。
ヒミズは、常染色体の第14染色体における形
の相違によって、本州の黒部・富士ラインを境に
東西の2つのグル プー（東グル プーの第14染色体
はM型、西グル プーの第14染色体はST型）に分
けられる（Harada et al. 2001）。
3）スミスネズミ Eothenomys smithii
スミスネズミ（図3）は齧歯目ネズミ科に属し、日
本にのみ産する固有種である。新潟・福島県以
西の本州、九州および四国、隠岐諸島の島後に
分布する（金子 1992）。島根県での記録・記述と
しては、江津市、浜田市（大畑 1986）、三瓶地方、
赤来、佐田、邑智、日原、益田（島根県農林水
産部林政課 1980）、天狗山（本研究）および島後
（植松ら 1986）がある。このことから、スミスネズ
ミは県内の中国山地全域に分布すると思われる。
また、隠岐諸島の島前には分布しないとされる（植
松ら 1986）。
外観については、背面は赤褐色、腹面は灰褐
色、体重は20〜35g、頭胴長（尾を除く体長）は
70〜115mm、尾率（頭胴長に対する尾長の割合）
は35〜60％である。目は小さく、耳介は短い。吻
も短く、ずんぐりした外観である。森林に生息する
が、湿潤なところを好み、主に植物の緑色部や種
実などを食べる。中国、九州、四国地方では森林
に生息する唯一の尾の短い短尾型のネズミであ
る。胎児数はふつう1〜4である。九州産の飼育コ
ロニー では産仔数は平均4.45（範囲1〜9）であり、
図3　スミスネズミ図2　ヒミズ（液浸標本）
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図4　ヒメネズミ
寿命は3年を超える（Ando et al. 1988）。スミスネ
ズミについての詳細な解説は、金子（1992）を参
照されたい。
名前の「スミス（smith）」については、このネズ
ミを1905年に初めて種として記載したO. Thomas
が、英 国 人 の 採 集 者 Richard Gordon Smith
の名前にちなみ学名を付けたことによる（朝日 
1992）。
4）アカネズミ Apodemus speciosus
齧歯目ネズミ科に属すアカネズミも日本の固有
種である。全国的に北海道、本州、四国、九州の
主要4島および周辺の島々に分布する代表的な
森林棲の野ネズミである。河川敷から林縁部の
農耕地、低地から高山帯まで広く生息する。島根
県では、県西部の江津市（大畑 1986）津和野や
柿木から東部の広瀬や伯太まで広くみられる（島
根県農林水産部林政課 1980）。隠岐諸島の島
前・島後の4島全て、島根半島の枕木山や嵩山
（いずれも松江市）（植松ら 1986）、天狗山（本
研究）で捕獲されている。県全域の森林にみられ
ると推察される。
形態・外観については、背面は褐色から橙褐
色、腹面は白色、体重20〜60g、頭胴長は80〜
140mm、尾長は70〜130mmで、尾率は100％
以下である（尾長は頭胴長とほぼ等しいかそれよ
りも短い）。ずんぐりした外観のスミスネズミの外観
に比べ、目は大きく、耳介も長い。吻は長めで細
長い顔付きである。植物の根茎部、実生、種子、
昆虫類などを食べる。地上生活者で樹上を利用
することは殆どない。
アカネズミは、染色体数の相違によって本州
の黒部・浜松ラインで東西に2分され（西タイプ
2n=46、東タイプ2n=48）、境界線付近では2n=47
の交雑個体が出現している（土屋 1974；Harada 
et al. 1984；Saitoh et al. 1986）。島根県のアカネ
ズミは前者の2n=46タイプである。
 
5）ヒメネズミ Apodemus argenteus
ヒメネズミ（齧歯目ネズミ科）（図4）も日本の固
有種である。アカネズミと同様に代表的な森林棲
の野ネズミである。北海道、本州、四国、九州の
主要4島および周辺の島に分布する。低地から高
山帯まで広く生息する。島根県では、県西部の江
津市（大畑 1986）、東部の三瓶地方から仁多・
伯太・広瀬まで広くみられる（島根県農林水産部
林政課 1980）。隠岐諸島島前の西ノ島、島後、
島根半島の枕木山や嵩山（いずれも松江市）（植
松ら 1986）、天狗山（本研究）で捕獲されている。
背面は栗色、腹面は白色、体重10〜20g、頭
胴長は65〜100mm、尾長は70〜110mmで、尾
率は100％以上（尾長は頭胴長よりも長い）。外
観はアカネズミに酷似するが、体型はアカネズミよ
り小型である。小型ながら、目は大きく、耳介も長
い。吻は長めで細長い顔付きである。種子・果実
類、昆虫類などを食べる。アカネズミとは対照的に、
樹上をよく利用する半樹上生活者である。
隠岐諸島（島後、西ノ島）のヒメネズミを用いて、
上・下顎大臼歯の形態学的研究がなされている
（酒井ら 1997）。
6）ニホンノウサギ Lepus brachyurus
ニホンノウサギ（図5）は兎目ウサギ科に属し、
本州、四国、九州などに生息する日本固有種であ
る。島根県では、本土全域、隠岐諸島の島後と
西ノ島に生息する（図6）。全身茶褐色の毛色で
あるが、中国山地の積雪の多い地域では冬期に
白変するものがいる（図5）（金森 1995）。
体重は1.3〜2.5kg、頭胴長は43〜54cmであ
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る。植物が豊富で、隠れ場所の多い林や草原を
好む。1日に200〜500gの植物を食べる。42〜47
日の妊娠期間を経て、年間3〜5回、4〜8月に1
回当たり1〜4頭を出産する。生後8〜10か月で
繁殖が可能になる。寿命は4年以下で、出生後1
年以内に50〜80％が死亡する。夜行性で単独
行動をするが、行動圏は10〜20haと広い。キツネ
などの肉食獣や大型の猛禽類などの餌として、生
態系では重要な役割を担っている。
Hirakawa et al.（1992）は、隠岐諸島産（西ノ
島、島後）の個体を用いた形態学的研究におい
て、頭骨および外部形態の変異を報告している。
7）タヌキ Nyctereutes procyonoides
タヌキ（図7）は食肉目イヌ科に属し、北海道、
本州、四国、九州などに生息する。島根県では
本土の県内全域に生息する（図8）。隠岐諸島の
知夫里島にも生息するが、これは昭和20年代以
降に人為的に移入されたものである。体重は3〜
5kg、頭胴長は50〜60cm、尾長は15cmである。
人里近くの落葉広葉樹林などに生息し、複数の
個体が同じ場所に排糞する「ため糞」をする。夜
行性で、餌を探して活発に動くが、行動圏は10〜
100haである。果実、堅果（ドングリ）、昆虫、カエ
ル、ヘビなどを食べる雑食性である。一夫一妻制
で、5〜6月にふつう4〜5頭の仔を産む。仔は冬期
までには独立して、翌春には繁殖が可能となる。
近年は、全国的に疥癬症（ヒゼンダニ）への感
染がみられるが、島根県でも体毛が抜けた個体
が発見されることがある。また、夜間に目撃される
もの、交通事故死するものも多い（金森 未発表）。
図5　ニホンノウサギ（上段）および
冬期に白変した個体（下段）
図6　ニホンノウサギの捕獲状況（H22年度狩猟期間中）
凡例は捕獲頭数を示す．
図7　タヌキ
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市街地にも出没し、松江市の島根県立大学松江
キャンパス構内、月照寺付近など木々の多い近辺
などでしばしば目撃される。キャンパス横の道路で
の交通事故死もみられた（安藤・金森 未発表）。
8）ヌー トリア Myocastor coypus
ヌー トリア（図9）は齧歯目ヌー トリア科に属し、第
二次世界大戦前後に軍服用の毛皮獣として南米
から移入され、日本各地で飼育された（日本生態
学会 2002）。終戦と共に毛皮の需要が減少して、
放逐されたものが野生化した。現在は、おもに中
部、近畿、中国地方などに生息する。島根県内で
も飼育されていたが、本県での初めての捕獲は
1990年である。本県でのこれまでの捕獲経過を
みると、岡山県から鳥取県西部を経て、本県東部
へ侵入して次第に西側へ拡がった。また、岡山県
から広島県北部を経て、江の川を伝って県中央
部へ侵入し、次第に県西部へ拡がったと推測さ
れる（図10）。現在では、隠岐諸島を除くほぼ全
域へ拡がった（金森 未発表）。
体重は6〜9kg、頭胴長は50〜70cm、尾長は
35〜50cmと長く、ネズミの仲間では大型である。
本種は水辺生活をして、後ろ足には水かきがある。
夜行性で、おもにヨシやマコモ、ホテイアオイなどを
食べるが、斐伊川のワンドで大量のドブガイなどの
二枚貝を食べたこともある（中野ら 2011）。河川
では、堤防や土手に直径20〜30cm、長さ1〜6m
のトンネルを作る。約130日の妊娠期間を経て、年
に2〜3回、1回に平均5頭を出産する。仔は生後
6〜7か月で性成熟する。特定外来生物に指定さ
れており、水辺に近い水田のイネや畑の野菜を食
害することがある。
9）アライグマ Procyon lotor
食肉目アライグマ科に属すアライグマ（図11）は、
テレビアニメの影響で北米からペットとして移入さ
れて、逃亡や放棄によって日本各地で野生化した。
特定外来生物に指定されており、全国的に生息
分布の拡大が大きな問題となっている。島根県で
は、2004年に初めて県西部の益田市で捕獲され
て、2013年度には同市を中心に208頭が捕獲さ
図8　タヌキの捕獲状況（H22年度狩猟期間中）
凡例は捕獲頭数を示す．
図9　ヌー トリア
図10　ヌー トリアの捕獲状況（H22年度狩猟期間中）
凡例は捕獲頭数を示す．
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れた（金森 未発表）。県東部でも捕獲・目撃情報
や神社での痕跡調査から低密度に生息している
可能性が高い（図12）。
島根県産の個体では、体重は5〜10kgで、寿命
は5年以下であった（金森ら 2012）。夜行性で、水
辺の魚、カエル、カメやカキ、ブドウ、トウモロコシな
どの農作物等を食べる雑食性である。人家の屋
根裏で仔育てした際には、天井が糞尿で汚れるこ
とがある。排他的なオスの行動圏のなかに複数の
メスを含む一夫多妻で、2か月間の妊娠期間を経
て、春期にふつう3〜4頭を出産する。メスは、翌春
には繁殖が可能となる。希少なサンショウウオの捕
食や木登りが得意なことからアオサギのコロニー を
襲って、卵や雛を食べるなど在来の生態系への影
響が危惧されている（日本生態学会 2002）。
4 おわりに 
小型・中型哺乳類としては、本稿で取り上げた
９種類以外にも、島根県東部の森林や草地、農
耕地などに生息しているものがある。それらについ
ては別の機会に稿を譲りたい。
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図12　アライグマの生息情報
（2004～2010年度，（金森ら，2012）より）
●，捕獲；○，被害・目撃・交通事故．
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